
１．問題と目的
心理テストにおける描画法には，Koch１）の樹
木を描かせるバウムテストや，Machover２）の
異なる性の人物を一人ずつ描かせる人物画，
Buck３）の家，木，人を一枚ずつの紙に描かせる
HTPテストなどがあり，描画法は今日の心理
臨床の実践において心理査定や心理面接に広く
用いられている。描画には，言葉では表現され
ない自己の内的な欲求や葛藤，感情，そして心
理的な状態などが表現されるとされ４），検査者
が描き手に対する心理的支援を検討する際はも
ちろん，描き手自身が一連の描画体験を通して
洞察を深めることにも役立つ５）。描き手のより
多くの側面を把握するために，様々な改良や工
夫を加えた技法が考案されている６）。例えば，
「あなたを含めて，家族の人たちが何かをして

いるところ」を書いてもらう動的家族画７）や，
「あなたが学校で何かしているところを描いて
ください。その絵の中にあなたとあなたの先生，
そして２人以上の友達を描いてください」と教
示をする動的学校画８），「お母さんと子どもの
絵」を描いてもらう母子画９）などが挙げられる。
その具体的課題描画テストの一つであり，人物
画の一種としてHammer１０）によって紹介され
た雨中人物画（Draw-A-Person-in-the-Rain-
test）という描画テストがある。雨中人物画は
ストレス下の自己イメージや防衛能力を測定す
るテストであり，一般的に，雨はストレス，傘
（雨除け）は防衛様式，人物は自己を表してい
るものとして解釈されることが多い１１）。雨中人
物画の実施は，A４サイズの画用紙を縦置きに
して，「雨の中の私を描いてください」と教示
をする。当初はHammer１０）の原法通りに「雨
の中の人」を描いてもらうように教示をしてい
たが，澤柳ら１２）の研究によって「人」という刺
激語では自己像と結びつかない集団や人物など
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が出現しやすいことが明らかになった。そのた
め，わが国では主体が自己であることを明確に
するため「雨の中の私」という教示で施行され
ることが多い。Hammer１０）は，Machover２）の人
物画（Draw-A-Person）と雨中人物画を比較
して，雨中人物画には被検査者の心理的問題が
投影されやすいことを主張した。日本でも，澤
柳ら１２）による病院臨床場面や仲嶺１３）による教育
現場，藤掛１４）による非行少年を対象とした研究
など，様々な分野において，雨中人物画は対象
者の臨床的な特徴を読み取りやすいツールとし
て用いられている。
描画には描き手自身が気づいていない心理状
態やパーソナリティの側面などが表れるが６），
描画に表現されたものを正しく理解するために
は，絵だけによる目隠し分析のみでは不十分で
ある４）。描き手が何を描いたのか，どのような
イメージを持っているのか等について聞き取る
描画後質問（Post Drawing Interview: 以下
PDI）はきわめて重要な役割を担っている１５）。
例えばバウムテストやHTPテストにおいて，
描画後に「この木は何の木でしょうか」５）「こ
の家を見ると何か思い出しますか」４）というよ
うに必要に応じて様々な質問をする。この PDI
の効果について，Buck３）は，PDI を行うことに
より描画の状況に関する描き手の意味づけや解
釈，連想が得られると述べている。Hammer１０）

も，絵の内容について説明することは詳細で適
切な描画情報を提供することを指摘している。
雨中人物画においても非行少年を対象とした研
究において１６），描画内の人物が笑っている描画
からは想定できなかった描き手の心理的に切迫
したイメージが描画後に語られたことから，雨
中人物画においても PDI の重要性が示されて
いる。そして中井１７）は，作品が完成し，それを
前にしたとき患者の中に解釈がおのずと出来上

がることが多いと指摘しており，雨中人物画に
おいても描いた絵を改めて眺めることで描き手
なりに自分の描画を解釈する可能性があるかも
しれない。様々な描画研究において PDI の必
要性が示されていることから，検査者は主観的
に描画を読み取ろうとするのではなく，描き手
の解釈を聞いたうえで描画について理解しよう
とする姿勢でいることが必要であると考えられ
る。
そこで本研究では，雨中人物画の描画後の説
明において，描き手が何をどのように説明し，
伝えようとするのかについての基礎的データを
得ることを目的とする。それにより，雨中人物
画の解釈における描き手の描画説明の有用性を
検討するとともに，描画後の質問においてどの
ように聞き取ることが重要であるかについての
示唆を得ることを目指す。

２．方法
（１）調査対象者・時期
都内大学に通う女子大学１年生１６２名を対象
とした。調査時期は①２０１７年４月（７６名），②
２０１８年４月（８６名）であり，参加者全員が新入
学生であるという点で参加者の環境の質を統制
するために時期を分けて行った。
（２）調査手続き
講義終了後の教室において，研究の趣旨およ
び倫理的配慮について説明をした後，集団法で
雨中人物画および描画の説明を求める自由記述
を実施した。調査への参加は強制でないことを
十分に伝え，取り組みたくない者は白紙で提出
してもらうよう伝えた。終了後，雨中人物画の
全般的な解説を行った上で，退室時に出口の提
出箱に入れてもらうよう指示した。調査は匿名
で行われたが，検査用紙の返却を求める者につ
いては学籍番号と氏名を記入してもらった。調
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査実施中は臨床心理士資格を持つ者が参加者の
様子に注意し，フォローが必要な場合はすぐに
対応できるように配慮した。なお，本研究は調
査時期②の実施前に●●●●●倫理委員会（番
号●●）の承認を得て実施した。また調査時期
①では②と同様の手続きで倫理的配慮を持って
実施し，十分なインフォームドコンセントを確
認した者のみを対象とした。
（３）調査内容
１）雨中人物画 A４の白い紙に枠づけしたも
のを調査対象者に配布し，「雨の中の私を描い
てください」と教示をし，時間は約１５分間で自
由に描いてもらった。枠付けには描き手の心理
的表出を保護し開放する側面と，表出を制限す
る側面があり１８），今回は参加者にとって侵襲性
の低いものにするために枠付け法を採用した。
また今回は一度に多くの対象者に描画テストを
実施することや，全ての紙に枠付けをする必要
があったため，画用紙ではなくA４の白い紙
を使用した。対象者にはできる限り鉛筆や
シャープペンシルを使用してもらい，それらが
ない場合にはボールペンを使用してもらうよう
伝えた。本研究は集団での施行であったことか
ら，通常の人物画を実施する上で必要な筆記具
が統一されておらず，実施において筆記用具の
影響がないとはいえない。ただし今回は，描画
の筆圧やストローク，描かれたものの大きさと
いうような部分は分析対象としておらず，描き
手の中の「雨の中の私」という表象の内容や物
語りに焦点を当てていることから，鉛筆以外で
描かれた描画を描いた者も調査対象とした。
２）自由記述 描き手が自身の描画を改めて見
た際，どのような主観的な意味づけをするのか
を検討するため，絵についての説明を求める自
由記述を実施した。調査時期①と②における１６２
名に，雨の量を１（非常に弱い）から１０（非常

に強い），濡れ具合１（ほとんど濡れていない）
から１０（かなり濡れている）でそれぞれ１０段階
で記入し，描画については「絵の中の人物は何
をしていて，どのような状況でしょうか」とい
う質問に対して自由に記述することを求めた。
３）分析方法
調査時期①と②で得られた「絵の中の人物は
何をしていて，どのような状況でしょうか」と
いう質問に対してKJ法１９）を参考に分析した。
得られた自由記述について， １６２名の回答を
カードにし，１６２名のうち無回答であった３名
のカードを除外して，１５９名を分析対象とした。
分析は，大学院所属の臨床心理士２名により行
われた。

３．結果と考察
（１）「雨の中の私」描画に対する描き手の説明
の分類
「雨の中の私」描画について説明された自由
記述１５９件について，記述されている内容を意
味のある文脈ごとに切片化したところ，２２７個
の切片が得られた。続いて，類似している内容
の切片同士を集約したところ２８個の小カテゴ
リーが見出された。その後，２８個の小カテゴリー
について関係性を検討したところ，２２個の小カ
テゴリーが８個の中カテゴリーにまとめられ，
最終的に【感情】【行動】【状況】という３個の
大カテゴリーが生成された（表１）。以下に，
大カテゴリーを【 】，中カテゴリーを〈 〉，
小カテゴリーを［ ］，記述例を「 」で示す。
【感情】カテゴリーには，「ゆううつな気分」「気
分が上がらなくて」といった［ネガティブ感
情］，「雨降ってきたなー」というような雨が
降ったことに対して良くも悪くも思っていない
［ニュートラル］な感情，雨が降ったことを「意
外に楽しんでいる」というような［ポジティブ
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%

11 4.85

3 1.32

7 3.08

13 5.73

9 3.96

6 2.64

1 0.44

22 9.69

10 4.41

7 3.08

3 1.32

2 0.88

16 7.05

9 3.96

5 2.20

12 5.29

10 4.41

6 2.64

12 5.29

5 2.20

4 1.76

2 0.88

21 9.25

11 4.85

7 3.08

7 3.08

4 1.76

2 0.88

N=159

感情］，という３つの小カテゴリーが集約され
た。このように【感情】カテゴリーは，描画を
見ただけでは読み取ることができない人物の感
情の記述が集約されたものであると考えられ
る。
【行動】カテゴリーにおける〈雨への対処〉に
は，「傘をさしている」というように傘を使っ
て雨を避けていることを説明した［傘］カテゴ
リー，「傘をさしてレインコートを着ている」と
いうような傘を使用しながらほかの雨具を併用
している［傘と他の雨具］カテゴリー，「雨宿
りしている」というような雨具を使わず雨を避
けている［雨宿り］カテゴリーが集約された。
また，「雨に打たれて濡れている」「傘を差さな
いでたたずんでいる」というように傘や他の雨
具を使用したり雨宿りをしたりせず，雨を避け
ていない［雨避けなし］カテゴリーも雨に対処
しないという点で〈雨への対処〉に含まれた。

〈立つ〉には，［傘をさして立っている］カテゴ
リーと，「立ち尽くしている」というように何
をするわけでもなく立っていることが説明され
た［ただ立っている］カテゴリーが集約された。
〈見る〉には人物が３方向の目線でいることが
記述されており，「空を見上げてる」といった
［見上げる］カテゴリー，「雨が降っている外を
見ている」というような［雨を見る］カテゴリー，
「水たまりにうつる自分を見つめている」とい
うような［水たまりを見る］カテゴリーが集約
された。〈歩く〉には，単純な「歩いている」と
いった説明がされている［歩いている］カテゴ
リー，「家に帰っている途中」「通学」など目的
をもって歩いていることが記述された［どこか
へ向かう］カテゴリー，そして［散歩をしてい
る］カテゴリーが集約された。〈その他〉には，
前述した４つの中カテゴリーに当てはまらな
かった「バス」や「相手」を待つ［何かを待つ］

表１ 自由記述から得られた描画の説明
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28

14

N=159

カテゴリー，「笑っている」「真顔」など顔の動
きを説明した［表情］カテゴリー，「水たまり
で遊んでいます」「歌っていそう」といった［遊
んでいる］カテゴリーが集約された。このよう
に【行動】カテゴリーは，雨の中で人物がどの
ような行動をしているのかに関する記述が集約
されたものであると考えられる。
【状況】カテゴリーにおける〈周囲の環境〉に
は，「レンガの積まれた高い場所」や「広い野
原の道」など人物が置かれている環境を記述し
ている［場所］カテゴリー，「水たまりがある」
というように人物の周囲にあるものについて記
述された［周囲の具体物］カテゴリー，「人が
いない」「カエルさんとカタツムリさんがいる」
というように人物の周囲の人や生き物について
説明している［周囲の人・生き物］カテゴリー，
「湿度が高い」というように気候や空の様子に
ついて説明された［気候・空］カテゴリーの４
個の小カテゴリーが集約された。〈雨の強さ〉に
は，単純に雨について述べている「雨」カテゴ
リー，「大雨の中」「かなり雨が降っている」と
いうような［強い雨］カテゴリー，「小雨」「し
としと雨」のような［弱い雨］カテゴリーが集
約された。〈濡れ具合〉には，「足元は濡れてい
る」というように人物の一部分が濡れているこ
とを説明した［一部濡れている］カテゴリー，
人物の濡れがほとんどないことを説明した［濡
れが少ない］カテゴリー，人物が濡れているこ
とを説明した［濡れている］カテゴリーが集約
された。このように【状況】カテゴリーには，
人物の周囲の状況に関する記述が集約されてい
ることが考えられる。

上記に分類できた記述以外に，様々な要素が
複合的に説明の中に組み込まれているため切片
化ができなかったものと，記述の中に登場する
人物が「私」ではなく全く異なる人物に変わっ
ているものを【物語り】カテゴリーとして，記
述を切片化せずにまとめた（表２）。【物語り】
カテゴリーに分類された記述には「朝，家を出
たら雨が降っていたから折りたたみではない傘
を持って雨靴をはいた。まだ時間に余裕があっ
たので，ゆったりと歩いて駅に向かっている」
というようなものがあり，人物の感情，行動，
そして周囲の状況について一つのストーリーに
なるように記述されていた。そして，「朝，家
を出たら雨が降っていた」「まだ時間に余裕が
あった」というように，【物語り】カテゴリー
に含まれる記述には，描画からは読み取ること
ができないその人物の個人的な背景情報が説明
される可能性が考えられた。
以上のことから，描き手の雨中人物画におけ
る主観的な意味づけは非常に多様であり，描画
を見ただけでは読み取ることのできない描き手
の詳細なイメージを受け取ることができる有益
な情報になり得ることが考えられた。
（２）カテゴリー間の関係性
【感情】【行動】【状況】の３つのカテゴリー
の関係性を検討した結果，雨への対処が受動的
であるか能動的であるか（受動的対処―能動的
対処），説明の焦点が自分に向いているのか自
分を含めた周囲の世界に向いているのか（個人
フォーカス―世界フォーカス），という２つの
軸が見いだされた（図１）。
【感情】カテゴリーは，雨の中にいる“私”が

表２ 自由記述から得られた描画の物語り
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どのような感情を抱いているのかの記述であ
り，内的な世界を説明したものであるため，説
明の焦点が個人に向いていることが読み取れ
る。そのため，個人フォーカスに位置づけられ
た。また【感情】の中には［ポジティブ感情］
［ニュートラル］［ネガティブ感情］があり，雨
（ストレス）の中にいることを自ら肯定的に捉
えている［ポジティブ感情］を能動的な対処と
し，ストレスに対して受動的になるほど［ネガ
ティブ感情］が生じると考えられ，図のように
配置した。【行動】カテゴリーは，ある程度の
客観性が保たれて，描画と描き手のイメージに
大きなずれが生じにくいと考えられる。【行動】
カテゴリーに含まれている記述は，雨の中にい
る“私”がどのような行動をしているのかにつ
いての説明であり，行動が個人の中で完結して
いるものと，個人から世界に向いている行動が
あったため，個人フォーカスと世界フォーカス
の中間に位置付けられた。【行動】の中では，
雨の降る世界を［見る］，雨への対処をしつつ
もその場に［立つ］というような自己の世界に

留まっているような行動から，どこかへ向かっ
たり散歩をしたり［歩く］というような向社会
的な行動まで個人―世界の幅があり，その中で
も雨に対して受動的―能動的な行動までグラ
デーションがあることが考えられた。そして【状
況】カテゴリーは“私”よりも“雨の中”とい
う世界についての客観的記述であることが読み
取れる。そのため，図の世界フォーカスに位置
付けられた。【状況】の中でも，人物に言及し
ている［濡れ具合］は個人に焦点が向いている
が，描画内の人物には触れられておらず人物の
周りの者や人，人物のいる場所について説明し
ている［周囲の状況］は世界へのフォーカスが
特に強いと考えられた。
（３）【物語り】カテゴリーの位置づけと説明パ
ターン
【物語り】カテゴリーは，【感情】【行動】【状
況】のどれにも振り分けることができず，個人
的な背景情報を含みながらストーリーとして展
開されていく記述であった。【物語り】カテゴ
リーの記述から，“雨の中の人物”についての

図１ カテゴリー間の関係性
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説明には３つのパターンがあることがうかがえ
た（表３）。
一つ目は，「雨に打たれて○○と一緒に遊ん
でいます。傘をくるくるして，お気に入りのワ
ンピースを着て，楽しくて気持ちいい」という
ように人物の「楽しくて気持ちいい」という感
情と，人物が「遊んでいます」「傘をくるくる
して」といった行動を中心に物語りを展開しな

がら説明している記述を感情―行動記述パター
ンとしてまとめた（図２）。
二つ目は，「朝，家を出たら雨が降っていた

から，折りたたみではない傘を持って長靴をは
いた。時間に余裕があったので雨の中をゆった
りと歩き，駅まで向かっている」というように
人物の行動と，「朝，家を出たら雨が降ってい
たから」「時間に余裕があったので」のように

表 3 物語りのパターンと記述例

図２ 感情―行動記述パターン
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描画からは読み取ることができない描き手のイ
メージしている人物の背景情報が記述されてい
るものが行動―状況記述パターンとしてまとめ
た（図３）。
三つ目は，「雨で気分は晴れないが，傘が雨

をはじいていることをいいなと思っている。だ
から立ち止まってそれを実感している。でも足
元は少し濡れる。空は少し明るめ」というよう
に，「気分は晴れないが」「傘が雨をはじいてい
ることをいいなと思っている」という人物の感
情，「立ち止まって」いる人物の行動，「足元は
濡れる」「空は明るめ」という人物の周囲の状

況が一連のストーリーとして語られているもの
を感情―行動―状況記述パターンとしてまとめ
た（図４）。このパターンにも，「これから人に
会う予定があり」「新品の傘と長靴」というよ
うに，描画には表現されない個人の背景情報が
付け加えられている記述もあった。
（４）“私”から離れた人物の説明
本研究にて，描画を実施する際の教示は「雨
の中の私を描いてください」としたのに対し，
描画の説明を求める際には「雨の中の人物は何
をしていて，どのような状況でしょうか」と教
示をした。雨の中の“私”に統一しなかった理

図３ 行動―状況記述パターン

図４ 感情―行動―状況記述パターン
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由としては，描き手が自身の描画を改めて見直
した時，どのような意味づけがされるのか知見
を得たいと考えたためであり，描き手が描画内
の私を客観的に捉えることができるよう「人物」
と教示を変更した。そのため，描画の説明で“私”
ではない人物として説明されていたことが考え
られる（表４）。

４．総合考察
本研究では，雨中人物画の実施後の描画に関
する説明の自由記述を分析し，そこで何がどの
ように説明され得るのかについて検討した。カ
テゴリー生成と，カテゴリー間の関係性の検討
を通して，雨中人物画についての説明の特徴と
４つの臨床的示唆が得られた。
（１）描画の説明から得られる描き手の「雨の
中の私」イメージ
「雨の中の私」について説明する記述から，
描画を見ただけでは分からない描き手のイメー
ジを受け取ることができると考えられた。実際
に絵を通して描き手の世界を読み取ろうとする
ときには，描画者の画力に頼らざるを得ず，野
口・馬場２０）の調査では，雨中人物画を描いた参
加者から，思い浮かんでいるイメージを絵にす
ることができなかった不全感が語られたことが
報告されている。本研究の分析後に描画と自由
記述を比べてみると，一見立ち止まっているよ

うに見える描画でも，描画後の説明では「歩い
ている」と説明されているものがあった。また，
雨中人物画の説明では標準的であると言えるよ
うな「傘をさして立っている」というものの他
に，「ぼーっと立っている」「立ち尽くしている」
「呆然と立っている」など，描き手の細かいニュ
アンスが伝わるような記述があった。描き手が
描画に動きを見たり，描画だけでは伝わらない
ニュアンスは，ただ描画を見ただけではわから
ない。例えばロールシャッハテストでは，同じ
内容の反応であっても，「コウモリが飛んでい
る」「女の人がダンスを踊っている」などの動
き（運動反応）を見ている場合があり，そうし
た投影のあり方は知ることは，本人の心理的力
動を理解する上で重要である。検査者が描き手
のイメージにより近づき，描画の解釈が本人か
ら離れた解釈にならないためにも，本人から語
られた描画に関する情報を含めて解釈をしてい
くことが重要であるといえよう。
（２）描画の説明から読み取る描き手の適応性
描画後の説明から，描き手がどのように世界
と向き合っているのかといった適応の方向性が
理解できる可能性が考えられた。雨中人物画に
おいて，一見ネガティブに見える描画であって
もそこには描き手の適応努力が表現されている
ことがある１０）１５）。今回の調査で見出された【物
語り】カテゴリーにおける記述の３パターンか

表４ 私以外の人物の記述例
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らは，彼らがどのように世界を解釈しているの
かを知ることができる。感情―行動記述パター
ンのように個人にフォーカスを向けた物語りで
は，「雨の中」というストレス状況の中で「私
が何を思い，どのような行動をしているのか」
を説明していることから，外的世界を自分の内
側で処理していこうとする姿勢が読み取れる。
また，行動―状況記述パターンのように個人と
世界にフォーカスを向けた物語りでは，ストレ
ス状況下で「どのような状況かを把握し，私は
どのような行動をしているのか」を説明してい
ることから，周囲に目を向けて広い視野を持ち
ながら行動で対処していく様子が伺える。そし
て，感情―行動―状況記述パターンのように，
自分の内側に生じる感情や実際の行動，周囲の
状況を総合的に捉えた物語りでは，一連の物語
に時間の流れを感じることから，より視野を広
く持って自身の感情や行動を文脈の上で捉える
ことのできる力が感じられた。この【物語り】
の３パターンのように，“雨の中の私”という
文脈において自分にとって重要な，あるいは必
要な要素を探し出し，主観的な意味づけおこな
う過程は，彼らが有している資源や資質を自ら
で見つけていく過程と類似するかもしれない。
このように，描画のみで個人の適応能力や社会
的な態度を理解しようとするのではなく，描き
手によって与えられた描画の内容や意味を受け
取ったうえで，描画の説明を含めて彼らの適応
の仕方を理解していくことが大切と言えるだろ
う。
（３）雨中人物画実施後の心理療法的効果の可
能性
雨中人物画を実施した後に描き手と検査者が
描画を眺めながら語り合うことで心理療法的な
効果が期待できる可能性が考えられた。全般的
に，描画テストにおける PDI は，描き手が描

画を通して何を表現したのかを適切に理解する
だけではなく，描き手が自身の描画を見つめ直
すことによって洞察が深まったりカタルシス効
果が得られるとされている。雨中人物画は「雨
の中」という課題が加わることによって人物画
が賦活され，一般的な人物画やバウムテストと
比べた時に，雨中人物画は内省力が弱いとされ
る非行少年たちとの会話でも活発な会話ができ
るというメリットがある１０）。本研究では，描き
手と検査者が対面で行う一般的な PDI の実施
ではなく，自由記述での描画説明という間接的
なやり取りであったという制約はあるものの，
カテゴリーとしてまとめることができるだけの
豊かな記述が見られていることから，治療的効
果は雨中人物画でも同様に期待できる可能性が
考えられた。
（４）「雨の中の私」イメージを引き出すための
望ましい態度
今回の調査から，雨中人物画には描き手の豊
かなイメージやストーリーが投影されやすいこ
とが示唆された。前述の三つの考察を踏まえ，
実際の臨床場面で雨中人物画を用い，描画後に
描き手と検査者が一対一で描画についての対話
をする際には，検査者は描き手のイメージやス
トーリーが無理なく自然に生み出されるような
対話をすることが望ましいと考えられる。そし
て従来の描画テストで実施する PDI と同様に，
描き手が語らない部分には無理な言語化を求め
ず，まずは描き手と検査者で描かれた絵を共に
味わい，描き手の世界を受け止める姿勢でいる
ことが大切だろう。
（５）本研究の限界
雨中人物画は描き手の心理状態や適応能力を
アセスメントすることができるだけではなく，
心理療法の可能性にも開かれているが，最後に
本研究の限界として以下の２点を挙げる。まず，
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対象者が女子大学生であったことから，語りの
内容に性差があると想定されるため，今後は男
子大学生への調査を実施することで，青年期の
データを厚くする必要があるだろう。そして，
今回の調査は講義内での集団実施であったこと
から，一度に多くのデータを収集することがで
きる自由記述を採用した。今後は描き手のより
豊かな説明を得て，検査者が描画後の質問で必
要な質問や望ましい態度を検討するために個別
に実施した対面でのデータも必要と考えられ
る。
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Abstract

Using the Draw-a-Person-in-the-Rain Test, which is designed to show how participants cope
with stress, in this study, 162 university students were asked to draw a person in the rain and then
explain their drawing in writing in order to obtain fundamental data about the post-test
explanations. Based on an analysis with reference to the KJ method, four categories were identified:
emotion, action, situation, and storytelling. Two axes were found in the relationship between the
categories: coping with rain（passive-active） and focus of explanation（individual-world）. This
suggests that there are three patterns in the storytelling category. These results indicate that（1）
it is possible to understand the image that the participant had in mind based on their description of
the drawing,（2）it is possible to understand the directionality of the participant’s adaptation,（3）
there is the potential to achieve psychotherapeutic effects through post-test dialogue, and（4）it is
desirable for the examiner to be predisposed to allowing the drawer to naturally generate their
own narrative.

Keywords：the Draw-a-Person-in-the-Rain test，Post Drawing Interview，KJ method
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